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【要約】 

【課題】広告主などが広告・調査・イベントなどに対する消費者の反応

を、ネットワークを用いてリアルタイムで確認できるデータベースエン

ジンを提供する。 

 

【解決手段】携 帯電話を含むユーザーからの情報を受ける入力サー

バと、分析結果をクライアントに出力する出力サーバと、クライアント

及びサーバの情報を格納するクライア ントサーバデータベースと、

前記ユーザーからの情報を格納するメンバーデータベースと、前記

入力サーバからの情報を前記メンバーデータベースに格納させ、 前

記メンバーデータベースに基づき分析を行うとともに、前記出力サー

バへ分析結果を出力するデータベースサーバと、を備える。 

【特許請求の範囲】  

【請 求項１】 携帯電話を含むユーザーからの情報を受ける入力サーバと、分析

結果をクライアントに出力する出力サーバと、クライアント及びサーバの情報を格

納するクライ アントサーバデータベースと、前記ユーザーからの情報を格納する

メンバーデータベースと、前記入力サーバからの情報を前記メンバーデータベー

スに格納さ せ、前記メンバーデータベースに基づき分析を行うとともに、前記出力

サーバへ分析結果を出力するデータベースサーバと、を備えるマーケティング用

データ ベースエンジン。 

【請求項２】 前記データベースサーバは、クライアントから調査の依頼を受け、ア

ンケートを作成し、作成したアンケートをユーザーへ送り、ユーザーからアンケート

の回答 を受け、集計及び分析を行い、その結果をクライアントに通知し、謝礼情

報を作成し、ユーザーに謝礼を通知することを特徴とする請求項１記載のマーケ

ティン グ用データベースエンジン。 

【発明の詳細な説明】【０００１】 

【発明の属する技術分野】この発明は、コミュニケーションデータベースを利用して

マーケティングを行うためのデータベースエンジンに関する。特に、携帯電話によ

りマーケティングを「安価で」「手軽に」「スピーディに」行うものに関する。 



【０００２】 

【従 来の技術】現在、広告・調査・イベントなど（以下、広告などとする）の方法とし

てはテレビ、新聞、雑誌、屋外電光板、インターネットなどを利用することが 一般

的である。これらの場合、広告主などは上記の各種の媒体を通じた広告に対する

消費者の反応を確認できる方法としては、特定の設問調査などを通じてその 反

応を確認する方法を使用しており、またテレビドラマなどの視聴率を調査する方法

としては各種の視聴率調査の装置などを用いることが一般的である。 

【０００３】また、最近インターネットを利用した広告方法が活性化されウェブサイト

上にバナー広告などを揚げ、消費者がクリックする回数によって広告費を支払う

方法が活用される、あるいはそのサイトの会員数に基づいて広告料を決定する方

法等が一般化されている。 

【０００４】 上記のような広告方法では、広告主などは多くの費用をかけて広告をし

ているが、その広告に対する消費者らの反応をリアルタイムに確認し、その広告

を見る消 費者らの消費パターン、又は性向についてリアルタイムに把握できれ

ば、より多くの費用を広告などに投資できるようになるので、消費者の反応をリア

ルタイム に確認できるシステム及び方法が要求されてきた。 

【０００５】 

【発明が解決しようとする課題】本発明は、上記の従来技術の問題点を解決する

ためのものであり、本発明の目的は広告主などが広告・調査・イベントなどに対す

る消費者の反応を、ネットワークを用いてリアルタイムで確認できるデータベース

エンジンを提供することにある。 

【０００６】 

【課 題を解決するための手段】この発明は、携帯電話を含むユーザーからの情報

を受ける入力サーバと、分析結果をクライアントに出力する出力サーバと、クライ

ア ント及びサーバの情報を格納するクライアントサーバデータベースと、前記ユ

ーザーからの情報を格納するメンバーデータベースと、前記入力サーバからの情

報 を前記メンバーデータベースに格納させ、前記メンバーデータベースに基づき

分析を行うとともに、前記出力サーバへ分析結果を出力するデータベースサーバ 

と、を備える。 

【０００７】好ましくは、前記データベースサーバは、クライアントから調査の依頼を

受け、アンケートを作成し、作成したアンケート をユーザーへ送り、ユーザーから

アンケートの回答を受け、集計及び分析を行い、その結果をクライアントに通知

し、謝礼情報を作成し、ユーザーに謝礼を通知 する。 

【０００８】この発明に係るシステム／方法は、コミュニケーションデータベースを利

用して「平均」「確率」「分布」「相関」「推定」「検 定」を求めることにより、マーケティ



ングを行うためのものである。特に、携帯電話の普及によりマーケティングを「安

価で」「手軽に」「スピーディに」行う ためのものである。本システム／方法は、モ

バイルマーケティングとデータベースマーケティングを融合して、企業や団体のマ

ーケティングを総合的に支援する サービスを提供する。 

【０００９】特に、モバイルマーケティングは、携帯電話が一人一台であることからワ

ントゥワンのマーケティングが可能であり、場所を選ばず、いつでもアプローチ可

能で、しかも安価である、という特徴がある。 

【００１０】 また、データベースマーケティングは、質の高いサービスを提供し、顧客

獲得、顧客維持が可能であり、ニーズに合ったターゲット顧客を抽出することがで

き、 時間とコストを削減し、企業内のデータやノウハウをナレッジデータベースとし

て蓄積、共有できる、という特徴がある。 

【００１１】 

【発明 の実施の形態】図１はこの発明の実施の形態に係るシステムの全体を示

す。図１において、１は本システム、２は本システムの調査対象となるユーザー、３

は本 システムのサービスを受けるクライアント、４はクライアントからの情報（例え

ば、携帯電話で撮影された画像など）を受けて掲示する各種メディア（これには 例

えば街頭に設置される大型のディスプレイ（ビジョン）が含まれる）、５はシステム

１、ユーザー２、クライアント３を相互に接続するネットワークである。 システム１

は、ユーザー２からの情報を受けるとともに、各種メディア４へ情報を送る入力サ

ーバ、ユーザー３に情報を送る出力サーバ１２、データベースエンジンであるデー

タベースサーバ１３、クライアント及びサーバの情報を格納するクライアントサーバ

プール（テーブル）１４、及び、登録メンバーのデータベースプール（テーブル）１５を

備える。 

【００１２】図２はこのシステム／方法により提供されるサービスの概略を示す。図２

について簡単に説明を加える。 

【００１３】Ｓ１：市場調査（本システムのリアルタイム・モバイル・サーベイ機能） 

速く簡単にリサーチを実施し、結果をリアルタイムに見ることが出来る。リサーチ結

果や基本属性はデータベースに蓄積される。 

Ｓ２：戦略・企画（同、プランニング支援コンサルティング機能） 

Ｓ３：販促宣伝（同、E-mail 配信機能、DM、広告配信機能） 

リサーチ結果やデータベース情報を元にしたワントゥーワンターゲット配信を行うこ

とによって、より効果の高い販促宣伝を行うことが可能である。 

Ｓ４：販売（同、Ｅコマース支援） 

Ｓ５：売上分析・顧客分析（同、集計・分析機能） 

販売結果に対してデータマイニングを行う際の集計・分析ツールである。ＧＵＩを追



求することで、今までマーケティング担当者しか扱えなかった複雑なソフトを楽し

く、直感的にかつ視覚的に操作することが可能になった。また、クロス集計やグラ

フ表示を手軽に行える。 

【００１４】図３はこのシステム／方法の処理フローチャートである。図３について簡

単に説明を加える。 

Ｓ１０：クライアントがサーバに対して調査依頼を送る。ＡＳＰの場合、自らアンケー

トの作成、対象ユーザーの抽出、アンケート配信を実行できる。 

Ｓ１１：アンケートを作成する。アンケートとして、商品企画・意識調査等の一般的な

アンケート、街頭媒体などについての媒体（メディア）調査、コンサート、スポーツ等

のイベント調査がある。 

Ｓ１２：アンケートをユーザーに送る。調査対象者は、例えば、予めデータベースに

登録された者、クライアントのデータベースに登録された者、通行人等の一般の者

を含む。 

【００１５】Ｓ１３：ユーザーからアンケートの回答を受ける。 

Ｓ１４： アンケートの回答を集計し分析を行う。特に、このシステム／方法によれ

ば、クロス集計をリアルタイムで実行できる。例えば、データのグループ間の関係

を示 す「相関」、一部のデータから全体を推測する「推定」、ある仮説が正しいか

どうかを判定する「検定」を実行できる。 

Ｓ１５：クライアントへ結果を通知する。ＷＥＢ上であればリアルタイムの結果を得る

ことができる。結果はＧＵＩの追求により直感的にグラフ表示可能である。 

Ｓ１６：「ユーザーデータ」「アンケートデータ」「調査結果データ」をサーバに格納す

る。 

Ｓ１７：謝礼情報を作成する。例えば、登録ユーザーとしての得点を与える、有料

のサービスの一部を無料で受ける、などである。 

Ｓ１８：謝礼を通知する。 

【００１６】このシステム／方法は、スクリーニング機能、回収サンプル設定、サンプ

ル回収自動ストップ、多重クロス集計の各機能を備える。 

スクリーニング：データのふるい分け。チェックボタンのＯＮ／ＯＦＦで簡単に期間・

性別・年齢・住所・職業・年収のカテゴリーに該当するデータのみを抽出できる。 

サンプル設定：有効回答（＝サンプル）の設定。 

サンプル回収設定：回収サンプルの数の設定。これによりクライアントはサンプル

の集まりすぎによる予算オーバーを防ぐことができる。 

多重クロス集計：Ｘ軸、Ｙ軸のクロス集計に加え、前出のスクリーニング機能を追

加することで、二次元以上のクロス集計が可能となった。 

【００１７】 このシステムによればパソコンや携帯電話の利用者で構成される各種



コミュニティについて各種分析を行うことができる。各種コミュニティは、個人を数

万、十 万、百万等の単位で含むグループである。この種のグループは何らかの

関心を共通にし、いわば関心共同体を形成している。この関心共同体の根幹部分

に存在す る個々の属性を明瞭にするエンジン部分に本システムを持たせること

で、関心共同体の姿、形をコミュニティとして、明らかにすることが可能になる。 

【００１８】 いわゆる着メロの関心共同体を例に取ると、これまで単に好きな曲を取

りに行くユーザーがネット上を通過して通信料をキャリアに支払う構図に過ぎなか

ったビ ジネスが、そのコミュニティのユーザー数を新聞や出版の発行部数に例え

ると、巨大な媒体として見ることが出来る。そこのコミュニティに本発明のシステム 

（ＤＢエンジン）を搭載することで、個々の属性が瞬時に分析可能な上に、巨大な

媒体として広告ビジネスおよび新たなワンツウワンビジネス等のビジネス収入 を

生み出すことが可能になる。 

【００１９】本システムは、個々の属性の評価を瞬時にクロス集計、多重クロス集計

を行い多くのパターンのグラフ表示 が瞬時に表示できる。ＧＵＩの追求により、試

験、推計、確定、統計、ランキング等、従来複雑な重回帰分析等の処理を行うに

は素人ではできなかったことが、 「ワンクリック」で選択ボタンを押すと、リアルタイ

ムに見る事が可能になる。また、「関心共同体」単位属性の特性や分布も瞬時に

判断できる。しかも、 ＡＳＰ化((全自動化））したため調査クライアントは、このソフト

をライセンス契約の時点で、手元でデスクリサーチがリアルタイムに双方向で実現

可能となる。 

【００２０】 例を挙げれば、モバイルコンテンツにエディケーション分野の「関心共同

体」を仮に入れたとする。試験問題、英語検定、大学入試傾向問題等、のコンテン

ツで 参考勉強した結果、そのテスト結果がモバイルユーザー、試験、塾産業クラ

イアント双方で瞬時にランキング表示可能になる。 

【００２１】さらに「関 心共同体」の同種分布の特性によっては、同じコミュニティを

共有化できるＤＢエンジンとして、個々のＤＢ属性を共有できる。例えば、リクルー

ト業と、スキ ルアップ支援業、熟・試験産業、アパート業、引越し業、金融業、家具

レンタル業、音楽配信業、画像配信業、ゲーム配信業等を相互互換性を持たせる

ＤＢエン ジンとしているため、これら個々の「関心共同体」にプロトコルを持たせ、

コンソーシアム編成することで、まったく新しいメガ媒体編成が出来る。当該メガ媒 

体への広告出稿は、代理店あるいはクライアントが直接オークションでＡＳＰモデ

ル（全自動化）からクレジットで参加すると同時にモバイルユーザーは、当該 コン

ソーシアムの中でワンストップ・コマースが可能になる。 

【００２２】本システムにより、図２に示すような、リサーチ－＞プラン－＞プロモーシ

ョン－＞コマース－＞データマイニングの循環が一連作業として、リアルタイムに



行えるようになった。 

【００２３】本発明は、以上の実施の形態に限定されることなく、特許請求の範囲に

記載された発明の範囲内で、種々の変更が可能であり、それらも本発明の範囲内

に包含されるものであることは言うまでもない。 

【００２４】 また、本明細書において、手段とは必ずしも物理的手段を意味するもの

ではなく、各手段の機能が、ソフトウェアによって実現される場合も包含する。さら

に、 一つの手段の機能が、二つ以上の物理的手段により実現されても、若しく

は、二つ以上の手段の機能が、一つの物理的手段により実現されてもよい。 
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